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８．京都府にとって望ましい整備計画の事業展開順位  

(1)各事業の事業費 

  治水対策は、府民の生命、財産に係わる安心、安全の根幹を為す対策であり、経済性

だけで、その優先順位を決められるものではない。しかし今日のように厳しい財政状況

下では、限られた財源を有効に配分する観点から、最も効果的な整備順序を検討するこ

とが重要である。本来であれば、事業毎に費用対効果を算出し比較検討すべきかもしれ

ないが、今回は効果評価も一律の方法ではできていない。このため、今回は個別事業毎

の残事業費と定性的な効果評価を参考に、京都府にとって望ましい事業展開順位を、総

合的に検討することとしたい。昨年12月に示された、整備計画原案時の残事業費一覧を

（表－12）に示す。 

各ダムの残事業費は事業費の変更見込みが発表された後の最新の数字であるが、事業

費の変更増額、残事業費とも最も大きい川上ダムをはじめ、特に大規模事業について更

なるコスト縮減が強く求められる。 

 

 

 

表－12 
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(2)各事業の効果と緊急性 

桂川の改修は必要性、緊急性については論を待たないところであり、むしろいかに早

く実効を上げていくかが課題である。 

 天ヶ瀬ダムは、再開発によってダムの放流能力が増強され、ダム操作の合理化や貯水

池の弾力的運用が可能となれば、適切な運用の工夫によってより大きな規模の洪水に対

応できる可能性も十分ある。上流域の効果も明らかである。 

 大戸川ダムは、市街地にも近接しており、大戸川の治水には有効であるが、水系全体

で見れば、中上流の改修と密接に関連する施設であり、中上流改修の進捗に伴って必要

性が順次高まっていく施設であることから、現時点での緊急性は低いものと考えられる。 

 川上ダムは木津川で唯一計画されている治水対策であり、上野遊水地や上流ダム群を

先行して整備してきた経緯も併せて考えれば、進捗を急ぐべきである。ただし、長寿命

化対策の緊急性には、なお検討の余地があると考えられる。 

なお、三川合流部の掘削により水位を下げることは、桂川・宇治川・木津川に効果の

ある対策であり、高水敷の切り下げ等も含め、早急に検討し、実施を図るべきである。 

 

(3)京都府にとって望ましい整備計画の事業展開順位 

 以上の結果を総合的に判断すると、 

京都府に関連の深い事業の優先順位としては、緊急対応を迫られている桂川中、下流

部の河道改修を最優先とし、次に、宇治川の河川改修と堤防強化、天ケ瀬ダム再開発（運

用方法の改善を含む）、川上ダムによる木津川の洪水低減（長寿命化対策を除く）であ

る。 

大戸川ダムは、中・上流の改修の進捗とその影響を検証しながら、その実施について

さらに検討を行う必要がある。 

 

 


